
 

 ○ 職場の「いじめ・嫌がらせ」、「パワーハラスメント」は、労働者の尊厳や人格を侵害する許されない行為。また、これを受けた人
だけでなく、周囲の人、これを行った人、企業にとっても損失が大きい。 

 

 ○ 「いじめ・嫌がらせ」、「パワーハラスメント」の予防・解決に取り組む意義は、損失の回避だけに終わらない。仕事に対する意欲
や職場全体の生産性の向上にも貢献し、職場の活力につながるものととらえて、積極的に取組を進めることが求められる。 

職場のいじめ・嫌がらせ問題に関する円卓会議ワーキング・グループ報告 概要 

１．問題に取り組む必要性と意義  

 

 ○ 「いじめ・嫌がらせ」、「パワーハラスメント」という言葉は、どのような行為がこれらに該当するのか、人によって判断が異なる  
現状がある。そのため、どのような行為を職場からなくすべきであるのかについて、労使や関係者が認識を共有できる 
ようにすることが必要である。そこで、職場で行われる以下のような行為について、労使が予防・解決に取り組むべきこと、   
そして、そのような行為を「職場のパワーハラスメント」と呼ぶことを提案する。 

 

 
 
 

 
 ○ 職場のパワーハラスメントに当たりうる行為類型としては、以下のものが挙げられる。（ただし、当たりうる行為の全てを網羅する
ものではない） 

 

２．職場からなくすべき行為の共通認識の必要性と行為類型 

職場のパワーハラスメントとは、同じ職場で働く者に対して、職務上の地位や人間関係などの職場内の優位性（※）を
背景に、業務の適正な範囲を超えて、精神的・身体的苦痛を与える又は職場環境を悪化させる行為をいう。 

※ 上司から部下に行われるものだけでなく、先輩・後輩間や同僚間などの様々な優位性を背景に行われるものも含まれる。 

 

 ○ 職場のパワーハラスメントをなくすため、すでに対策に取り組んでいる企業・労働組合の主な取組の例を紹介する。 
 職場のパワーハラスメントを予防するために 

  ○トップのメッセージ ○教育する 

  ○ルールを決める ○周知する 

  ○実態を把握する  

職場のパワーハラスメントを解決するために 

  ○相談や解決の場を設置する 

  ○再発を防止する 

①身体的な攻撃 暴行・傷害 

②精神的な攻撃 脅迫・名誉棄損・侮辱・ひどい暴言 

③人間関係から
の切り離し 

隔離・仲間はずし・無視 

④過大な要求 
業務上明らかに不要なことや遂行不可能なことの
強制、仕事の妨害 

⑤過小な要求 
業務上の合理性なく、能力や経験とかけ離れた 
程度の低い仕事を命じることや仕事を与えないこと 

⑥個の侵害 私的なことに過度に立ち入ること 

３．どのようにしたら職場のパワーハラスメントをなくすことができるか  

行政は、 

・問題の現状や課題、取組例などについて
周知啓発を行うべき。 
・併せて、この問題についての実態を把握
し、明らかにするべき。 


